
第 52 号 令和 5年 2月 24 日

「 

こ
　
こ
　
ろ 

」

中な
か 

谷や 

宏こ
う 

運う
ん  

作
（
明
治
41
年
本
校
金
工
科
卒
）

　去る５月に福島県にある白河市歴史民俗資料館から渋沢栄一所蔵作品（松平楽翁公像）に
ついて中谷宏運の作かどうか問合わせがあり、本館所蔵の他作と照合し中谷作品と確定され
た。氏は本校卒業後、大正２年東京美術学校彫塑科を卒、東京府立実科工業学校教諭となっ
たが、大正 12 年同校を退職、同 14 年第４回帝展に初入選し、第５回には「影」、８回には「ほ
とり」、９回には「姿」、11 回には「竚立」、13 回には「髪」、14 回には「櫛けづる」等を出
品した。その他成城学園の沢柳政太郎像、杵屋勝之助像、国分勘兵衛像、楽翁公像、グラン
ト将軍レリーフ（上野公園内）などがある。「こころ」像は本校前庭にひっそりと佇み見るも
のにやすらぎを与えてくれる。

はぐくみ会だより（1）



各
賞
受
賞
者

青

井

大

賞
正
保
　
咲
空
（
十
　
三
）

富
山
県
知
事
賞
松
長
　
桃
子
（
城
　
端
）

富
山
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

吉
田
　
朱
理
（
大
　
門
）

最

優

秀

賞
渡
邉
　
　
咲
（
五
　
位
）

優

秀

賞
小
田
原
木
花
（
高
　
陵
）

富
山
新
聞
社
優
秀
賞

大
西
　
響
花
（
城
　
端
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
秀
賞

藤
田
　
　
有
（
高
岡
西
部
）

優

良

賞
舟
木
　
瑞
季
（
小
　
杉
）

優

良

賞
田
邉
　
陽
規
（
出
　
町
）

富
山
新
聞
社
優
良
賞

北
島
　
和
樹
（
津
　
沢
）

富
山
新
聞
社
優
良
賞

森
山
　
葉
月
（
富
大
附
属
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

中
野
　
伶
菜
（
小
　
杉
）

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
優
良
賞

魚
津
　
芽
生
（
高
　
陵
）

佳

　

作
杉
木
　
美
羽
（
氷
見
北
部
）

佳

　

作
原
井
み
ら
の
（
芳
　
野
）

佳

　

作
坂
　
　
悠
翔
（
井
　
波
）

佳

　

作
水
上
　
冬
弥
（
出
　
町
）

佳

　

作
小
西
光
都
子
（
津
　
沢
）

佳

　

作
政
瀧
　
未
怜
（
小
　
杉
）

佳

　

作
長
井
　
優
奈
（
井
　
波
）

佳

　

作
後
田
　
晏
滋
（
出
　
町
）

佳

　

作
金
森
　
理
奈
（
出
　
町
）

佳

　

作
小
林
　
天
音
（
中
　
田
）

特

別

賞
片
山
　
由
萌
（
大
　
谷
）

特

別

賞
河
原
　
愛
弓
（
和
　
合
）

特

別

賞
齊
藤
こ
こ
ね
（
出
　
町
）

第
29
回 

青
井
中
美
展

11
月
11
日（
金
）～

 

11
月
27
日（
日
）

　

県
内
40
校
の
中
学
校
か
ら
446
点
の
応
募
が
あ
り

257
点
が
入
選
し
た
。（
内
入
賞
は
26
点
）

　
（�

絵
画
部
門
229
点�

内
129
点
入
選
、
彫
刻
部
門
54

点�

内
39
点
入
選
、
工
芸
部
門
69
点�

内
37
点
入

選
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
94
点�

内
52
点
入
選
）

賞 科 課　　題　　名 氏　　　　　　　名

優　
　
　
　
　

秀

機　　 械 ３Dプリンターワールドヴ 山本　健心・松澤　春翔・大原　孝介・髙木　楓太
戸田　　匠

電子機械 レーシングカートの製作 水口　真吾・佐野　颯真・芝山　昌輝・広羽　優斗
焼田　　成・山本　颯喜

電　　 気 メダルゲームの製作 稲場　大智・齊藤　寛大・高寺　優羽・橋馬　康平
松本　陸空

建　　 築 ASSEMBEL～過ごしやすい学校生活～
山田　頼睦・清田　美夏・柴田　遥人・中　　双葉
藤野　飛翔・森本　悠叶

土木環境 黒部ダムをつくっちゃお． 示野　佑空・角谷　和華・川上　翔大・熊本　蒼良
馬目　羽琉・山崎萌々香

工　　 芸 軽銀鋳金真神 荒木　優芽

デザイン・
絵画

アレルギーでも選びたい！
オンライン製菓店の提案 花村　　雅

令
和
４
年
度 

課
題
研
究
表
彰
者
一
覧

令和４年度  課題研究作品展 各学科で選ばれた作品を展示した。

● 富山県教育委員会教育長賞
�　「�小さな少女�」
　射水市立大門中学校
　２年　吉田　朱理

● 富山県知事賞
�　「�自画像�」
　南砺市立城端中学校
　３年　松長　桃子

● 青井大賞
�　「�おおかみ少年�」
　氷見市立十三中学校
　３年　正保　咲空

２月 18日（土）～ 3月 1日（水）

はぐくみ会だより （2）



7
月
９
日（
土
）～
7
月
24
日（
日
）

◆ 

同
窓
生
作
品
展
出
品
者

　
　

岩
城　

大
介　

太
田
紀
久
雄　

奥
川　

克
臣　

　
　

大
村　

雅
章　

河
上　

健
三　

工
藤　

悠
市　

　
　

坂
井　
　

茂　

笹
波　

美
恵　

佐
藤
カ
オ
ル
子　

　
　

炭
谷　

尚
夫　

高
橋　

晴
美　

寺　
　

直
彦　

　
　

寺
腰　

健
一　

豊
本　

外
良　

中
山　

裕
晃　

　
　

般
若　
　

保　

渡
辺　

敏
彦�

（
50
音
順
）

◆ 

教
職
員
出
品　

　
　

石
黒　

律
子　

佐
伯　

高
基

　
　

菅
原　
　

幸　

鈴
木
甲
一
郎

　
　

枡
田　

篤
史　

森
沢　

美
穂

�

（
50
音
順
）

◆ 

同
時
開
催

　

工
芸
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

高
岡
市
展
、
富
山
県
展
の
受

賞
・
入
選
作
品

8
月
9
日（
土
）～
8
月
27
日（
日
）

 

富
山
大
学　

辻
合　

秀
一 

准
教
授

　
「
图
」
は
、
何
だ
ろ
う
、
創
作
漢
字
だ
ろ
う
か
と
思

わ
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は
、「
図
」
を
中
国
語

の
漢
字
で
「
图
」
と
書
き
ま
す
。
く
に
が
ま
え
の
中

に
冬
と
い
う
字
の
構
成
が
、
雪
国
富
山
を
連
想
す
る
と

常
々
思
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
こ
の
企
画
展
を

图
展（
ふ
ゆ
を
か
こ
む
展
）と
し
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、

こ
の
企
画
展
が
「
図
学
」
を
中
心
と
し
た
も
の
だ
か
ら

で
す
。

　

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
の
サ
イ
ド
バ
イ
サ
イ
ド
は
、
３
Ｄ
映

像
の
デ
ー
タ
形
式
で
左
右
の
映
像
を
横
に
並
べ
る
方
式

か
ら
取
り
ま
し
た
。
高
岡
工
芸
高
校
に
お
い
て
行
っ
た

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
作
品
も
展
示
し
ま
し
た
。
３
Ｄ

映
像
制
作
は
、
平
面
、
立
体
、
時
間
の
構
成
に
つ
い
て

勉
強
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
他
に
先
駆
け
菅
笠
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ

ピ
ン
グ
の
展
示
も
行
い

ま
し
た
。
会
期
中
の
館

内
で
日
本
図
学
会
中
部

支
部
夏
季
例
会
を
開
催

し
、
展
示
発
表
も
行
い

ま
し
た
。

　

末
筆
と
は
な
り
ま
し

た
が
、
高
岡
工
芸
高
等

学
校
と
の
御
縁
に
よ
り

青
井
記
念
館
美
術
館
で

開
催
で
き
ま
し
た
こ
と

を
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

1
月
21
日（
土
）～
2
月
12
日（
日
）

 

27
Ｈ　

西
谷　

駆
琉

　

今
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
は
私
達
に
と
っ
て
２
回
目

を
迎
え
た
為
、
２
年
生
全
体
が
１
年
間
を
通
し
て
展

示
を
意
識
し
、
レ
ベ
ル
の
高

い
作
品
が
出
来
た
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
ま
た
展
示
作
業
を

自
分
た
ち
生
徒
で
行
う
こ
と

で
、
自
分
た
ち
の
発
表
の
場

な
の
だ
！
と
い
う
自
信
に
も

繋
が
り
、
と
て
も
良
い
展
示

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
私

は
習
作
（
自
主
制
作
）
と
し

て
日
頃
か
ら
描
い
て
い
る
石
膏
デ
ッ
サ
ン
を
展
示
し
ま

し
た
が
、
習
作
で
あ
る
デ
ッ
サ
ン
は
課
題
よ
り
も
見
て

も
ら
え
る
機
会
が
少
な
い
為
、
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

　

17
Ｈ　

渡
邉　

楽

　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
で
は
授
業
の
課
題
や
デ
ッ
サ
ン
に
加

え
、
自
主
制
作
も
何
点
か
展
示
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
普
段
は
「
制
作
者
」
と
し
て
見
て
い
る
自
分
の
作

品
が
、
展
示
さ
れ
る
こ
と
で
「
観
覧
者
」
と
し
て
の
見

方
へ
と
変
わ
り
、
私
は
と
て
も
新
鮮
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
作
品
を
考
え
、
制

作
す
る
時
に
は
様
々
な
視
点

が
必
要
だ
と
思
う
た
め
、
今

回
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ

け
た
こ
と
は
大
変
有
難
い
こ

と
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
物

事
を
色
々
な
視
点
で
見
て
、

表
現
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

3
月
12
日（
土
）～
4
月
17
日（
日
）

　

例
年
、
３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
、
青
井
記
念
美
術

館
に
て
、工
芸
科
作
品
展
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
１
・

２
年
生
が
実
習
の
授
業
で
つ
く
っ
た
、
金
属
工
芸
、
木

材
工
芸
、
漆
工
芸
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
生
徒

の
頑
張
り
が
多
く
の
方
の
目
に
と

ま
り
、
よ
り
工
芸
に
興
味
を
も
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
ま
た
新
た
に

工
芸
に
取
り
組
み
た
い
と
思
う
人

が
増
え
る
よ
う
、
展
示
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
、
ご
高
覧
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

企
画
展

同
窓
会
作
品
展

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｄ
に
参
加
し
て

工
芸
科
作
品
展
２
０
２
２

第
２
回 

图（
ふ
ゆ
を
か
こ
む
）展

 

～
サ
イ
ド
バ
イ
サ
イ
ド
～

はぐくみ会だより（3） はぐくみ会だより（3）



第144回 第143回

第145回

第146回

INDGO FURNITURE  EXHIBITION

４
月
30
日（
土
）～
５
月
22
日（
日
）

 

工
藤　

悠
市(

Ｈ
７　

工
芸
科
卒)

　

こ
の
度
は
高
校
時
代
の
恩
師
か
ら
お
誘
い
を

頂
き
、
去
年
に
引
き
続
き
個
展
を
開
催
で
き
た
こ
と
を

本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

父
も
祖
父
も
家
具
職
人
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
必
然
的
に
こ
の
道
に
進

み
ま
し
た
が
、
20
歳
代
は
家
具
製
作

の
面
白
さ
な
ど
全
く
分
か
ら
ず
仕
事

に
追
わ
れ
て
い
る
日
々
で
し
た
。
意

識
が
変
わ
っ
て
き
た
の
は
30
歳
代
に

な
っ
た
頃
、
無
垢
材
で
の
家
具
製
作

が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
で
す
。「
木
」
と
い
う
素
材

と
向
き
合
い
、
素
材
を
知
り
、
今
ま
で
は
使
わ
な
か
っ

た
節
や
割
れ
を
木
の
個
性
と
と
ら
え
、
あ
え
て
家
具
に

使
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
自
分
の
中
で
と
て
も
し
っ
く

り
き
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

個
展
で
は
実
際
に
作
品
に
座
っ
た
り
触
れ
た
り
し
て

い
た
だ
い
て
、
作
品
を
通
し
て
皆
様
に
私
の
木
に
対
す

る
思
い
を
感
じ
取
っ
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
個
展
を
終
え
て
、
色
々
な
感
想
を
頂
戴
し
改

め
て
自
分
の
目
指
す
モ
ノ
造
り
の
方
向
性
は
間
違
っ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、

大
き
な
喜
び
と
自
信
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
自
分
の
感
性
を
信
じ
、
使
う
人
の
暮
ら

し
が
ほ
ん
の
少
し
で
も
豊
か
に
な
る
よ
う
な
家
具
を

造
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

寺　

直
彦
木
創
展
／
富
山
木
象
嵌
作
品
展

４
月
30
日（
土
）～
５
月
22
日（
日
）

 

寺　

直
彦(

Ｓ
61　

工
芸
科
卒)

　

こ
の
度
三
回
目
の
個
展
を
開
催
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
と
や
ま
木
象
嵌
工
芸
会

会
員
の
皆
様
に
ご
協
力
を
頂
き
、
木
象
嵌
の
作
品
を
展

示
し
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
家
内
が
、
富
山
県
の

令
和
３
年
度
伝
統
工
芸
「
匠
の
技

術
」
継
承
支
援
事
業
に
よ
り
、
と

や
ま
木
象
嵌
工
芸
会
会
長
で
あ

り
、
現
代
の
名
工
で
も
あ
る
朴
木

立
堂
氏
に
一
年
間
師
事
で
き
た
ご

縁
か
ら
で
す
。
朴
木
氏
は
富
山
県

功
労
者
表
彰(

平
成
７
年)

、
黄
綬
褒
章(

平
成
19
年)

等
数
々
の
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
富
山
木
象
嵌
の
第
一
人

者
で
す
。
気
さ
く
な
人
柄
で
惜
し
み
な
く
木
象
嵌
の
技

術
指
導
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
よ
い
機
会
に

恵
ま
れ
た
と
思
い
ま
す
。
素
人
に
近
い
家
内
が
作
品
を

制
作
で
き
る
ま
で
に
な
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

木
象
嵌
と
は
糸
鋸
を
使
い
天
然
木
に
天
然
木
を
は
め

込
み
木
画
を
作
る
技
術
の
こ
と
で
す
。
糸
鋸
で
天
然
木

を
切
り
抜
き
、
隙
間
な
く
は
め
込
ん
だ
作
品
は
、
天
然

木
の
も
つ
温
か
み
が
感
じ
ら
れ
る
と
好
評
で
す
。
富
山

木
象
嵌
は
、
初
代
富
山
木
象
嵌
士
の
中
島
杢
堂
が
、
近

代
木
象
嵌
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
箱
根
町
の
白
川
洗
石

に
弟
子
入
り
し
、
富
山
県
で
広
め
確
立
し
ま
し
た
。
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
木
象
嵌
は
富
山
県
指
定

の
伝
統
工
芸
で
す
。

　

さ
て
、
私
が
家
具
製
作
の
傍
、
取
り
組
ん
で
い
る
工

芸
作
品
は
、大
自
然
の
息
吹
や
素
材
の
表
情
を
活
か
し
、

木
と
語
ら
い
な
が
ら
創
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

し
て
、
見
る
方
の
感
性
に
響
く
、
美
し
い
フ
ォ
ル
ム
を

探
し
出
し
創
作
し
て
い
ま
す
。
実
用
性
と
美
し
さ
を
兼

ね
備
え
、
使
い
続
け
て
頂
け
る
作
品
制
作
に
今
後
も
挑

戦
し
て
参
り
ま
す
。

　

と
や
ま
木
象
嵌
工
芸
会
と
合
同
開
催
の
運
び
と
な

り
、
た
く
さ
ん
の
方
々
に
作
品
を
鑑
賞
し
て
頂
く
事
が

で
き
、
大
変
嬉
し
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
ご
覧
下
さ
い

ま
し
た
皆
様
、
ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂
い
た
方
々
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

 

奥
川
克
臣
作
陶
展

�

6
月
４
日（
土
）～
６
月
22
日（
日
）

 

（
Ｓ
39
年　

窯
業
科
卒
）

　

奥
川
克
臣
さ
ん
は
卒
業
後　

武
蔵
野
美
術
大

学
で
洋
画
を
学
ば
れ
た
の
ち
愛
知
県
の
常
滑
で

陶
芸
修
行
を
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
小
矢
部
市
に
戻
ら
れ
、
現
在

の
安
養
寺
で
夜
夫
奈
美
窯
（
や
ぶ
な
み

が
ま
）
を
開
い
て
お
ら
れ
る
。

　

用
い
る
黒
土
は
工
房
近
く
の
も
の
で

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
造
形
・
加
飾
の

あ
と
薄
く
白
土
を
か
ぶ
せ
焼
成
す
る
。

釉
薬
は
主
に
長
石
釉
を
用
い
、作
品
は
、

身
近
で
す
ぐ
に
使
え
る「
う
つ
わ
も
の
」

が
多
い
。
白
色
の
中
に
地
の
色
で
文
様

が
や
わ
ら
か
く
見
え
隠
れ
す
る
上
品
で

優
し
い
感
じ
が
す
る
。
ま
た
一
方
で
陶
石
を
用
い
、
高

温
で
焼
成
す
る
磁
器
に
近
い
か
っ
ち
り
し
た
作
品
も
氏

の
制
作
範
疇
に
含
ま
れ
る
。

　

展
示
発
表
は
、
コ
ロ
ナ
前
は
東
京
の
京
王
デ
パ
ー
ト

で
、
グ
ル
ー
プ
と
個
人
で
年
２
回
ほ
ど
、
県
内
で
年
１

回
行
っ
て
い
た
が
現
在
は
個
展
の
み
。
同
期
に
は
洋
画

の
佐
藤
カ
オ
ル
子
さ
ん
な
ど
が
お
ら
れ
る
。

 

加
納 

萌
子
個
展 Portrait

7
月
9
日（
土
）～
7
月
24
日（
日
）

 

加
納　

萌
子
（
Ｈ
26
年
デ
ザ
イ
ン
絵
画
科
卒
）

　

こ
の
度
、
二
度
目
の
個
展
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
Ｆ
０
～
１
５
０
号
ま
で
の
油

彩
画
を
15
点
展
示
し
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
夏
の
暑
い
日

が
続
く
中
、
多
く
の
方
々
が
会
場

に
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
り
、
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
普
段
一

人
で
制
作
を
し
て
い
る
た
め
、
た

く
さ
ん
の
方
に
作
品
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
感
想
を
い

た
だ
け
て
刺
激
を
受
け
ま
し
た
し
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
少
女
の
姿
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
中
心
に

展
示
し
ま
し
た
が
、
来
場
さ
れ
た
方
々
が
そ
れ
ぞ
れ
こ

の
子
が
好
き
、
あ
の
女
の
子
が
好
み
、
と
い
っ
た
よ
う

に
好
き
な
少
女
を
教
え
て
く
だ
さ
り
、
自
分
の
絵
を
新

鮮
な
目
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
今
回
の
展
覧
会
を
礎
に
、
こ
れ
か
ら
良
い
絵
が
描

け
る
よ
う
日
々
精
進
い
た
し
ま
す
。

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

同
窓
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

はぐくみ会だより （4）はぐくみ会だより （4）



第147回

第149回

第148回

第
９
回
工
芸
建
築
科
同
窓
会
・
作
品
展

�

9
月
４
日（
土
）～
9
月
24
日（
土
）

　
　
　
　
　
　

建
築
科
同
窓
会
会
長

 

大
野
博
和
（
Ｓ
47
建
築
科
卒
）

　

今
回
、
同
時
開
催
と
し
て
、
平
成
の
大
修
理
が

行
わ
れ
た
伏
木
「
勝
興
寺
」
の
棟
梁
を
務

め
た
田
中
健
太
郎
氏
の
大
工
道
具
を
展
示
、

ま
た
特
別
出
展
と
し
て
上
原
雄
史
富
山
大

学
芸
術
文
化
学
部
教
授
の
作
品
が
展
示
さ

れ
た
。
来
年
は
、
作
品
展
10
周
年
そ
し
て

建
築
科
同
窓
会
設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
す
。

節
目
の
年
で
あ
り
出
来
る
限
り
盛
大
に
開

催
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 
14
Ｈ　

西
出　

悠
馬

　

私
は
、
工
芸
建
築
科
同
窓
会
作
品
展
を
見
さ
せ
て
頂
き

富
山
県
防
災
危
機
管
理
セ
ン
タ
ー
が
と
て
も
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
72
時
間
以
上
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
自
立
機
能
や

耐
震
、
耐
水
性
能
の
確
保
な
ど
非
常
時
の
対
応
へ
の
設
備

は
も
ち
ろ
ん
、
保
育
施
設
の
設
置
や
会
議
室
の
設
置
と
い
っ

た
通
常
時
の
用
途
も
充
実
し
て
い
て
ど
ん
な
状
況
に
も
対

応
で
き
る
と
こ
ろ
が
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

セ
ン
サ
ー
に
よ
る
照
明
や
効
率
的
な
空
調
の
設
備
と
い
っ

た
環
境
に
配
慮
さ
れ
た
設
備
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
自
然
の
力
が
無
駄
な
く
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
こ
の

施
設
の
魅
力
の
一
つ
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
工
芸
建
築
科
同
窓
会
作
品
展
を
観
て
、
非
常
時

の
対
応
が
主
な
役
割
の
施
設
で
も
、
使
い
方
を
少
し
工
夫

す
れ
ば
ど
ん
な
用
途
に
で
も
変
わ
り
、
様
々
な
場
面
で
利

用
で
き
る
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、資
料
の
中
に「
中

間
免
震
構
造
」
や
ガ
ラ
ス
の
種
類
な
ど
い
く
つ
か
分
か
ら

な
い
用
語
が
出
て
き
た
の
で
、
そ
れ
は
自
分
で
調
べ
た
り
、

こ
れ
か
ら
の
授
業
や
実
習
等
で
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

こ
ど
も
が
描
く
楽
し
い
世
界

 

―
大
谷
美
術
学
園
生
徒
作
品
展
―　

�

12
月
10
日（
土
）～
1
月
9
日（
月
）

 

大
谷
弓
子
（
Ｓ
53
デ
ザ
イ
ン
科
卒
）

　

こ
の
度
、
青
井
記
念
館
美
術
館
・
同
窓
生

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
の
作
品
展
示
に
お
声
が
け
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
美
術
館
に
も
同

窓
会
に
も
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
し
た
の
に
展
覧
会
の

機
会
を
い
た
だ
き
、
こ
の
大
き
な
空
間
に
ど
ん
な
展
示

を
し
よ
う
か
、
ど
う
し
た
ら
「
こ
ど
も
の
絵
」
の
魅
力

を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
・
・
・
と
悩
み

な
が
ら
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
発
表
し
て
き
た
作
品
を
並

べ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
大
き
く
分
け
る
と
、
個
人
作

品
と
共
同
制
作
の
作
品
で
す
が
、
い
ず
れ
も
、
こ
ど
も

時
代
に
し
か
描
け
な
い
、
楽
し
い
表
現
に
あ
ふ
れ
て
い

ま
す
。

　

入
口
正
面
に
は
、
高
岡
教
室
の
３
歳
か
ら
14
歳
の
生

徒
が
共
同
制
作
し
た
「
高
岡
大
仏
」
を
展
示
。
こ
ど
も

達
が
大
好
き
な
大
仏
さ
ま
を
大
き
な
紙
の
上
に
乗
っ

て
、
み
ん
な
で
協
力
し
な
が
ら
描
い
た
も
の
で
す
。

　

会
場
奥
に
は
富
山
教
室
の
生
徒
に
よ
る
共
同
制
作

「
狩
野
探
幽
作
・
竹
虎
図
襖
」
を
屛
風
仕
立
て
に
し
た

模
写（
こ
ど
も
な
り
の
解
釈
と
感
じ
た
ま
ま
を
描
い
た
）

作
品
を
配
置
。
そ
の
前
面
パ
ネ
ル
に
は
、
大
谷
美
術
学

園
の
生
徒
が
毎
年
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
世
界
や
日

本
の
古
典
の
名
画
の
模
写
か
ら
、
令
和
４
年
の
干
支
に

ち
な
み
「
虎
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
尾
形
光
琳
、
円
山

応
挙
、
伊
藤
若
冲
、
長
谷
川
等
伯
、
岸
駒
、
葛
飾
北
斎

な
ど
の
虎
図
の
中
か
ら
好
き
な
作
品
を
選
び
、
毛
筆
を

使
っ
て
模
写
し
た
作
品
１
２
８
点
を
、
掛
け
軸
風
に
展

示
し
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年
の
干
支
に
ち
な
ん
だ

「
牛
」の
作
品
で
は
、ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
の
代
表
的
な
作
家
、

ア
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
が
牛
を
表
現
し
た
作
品
を

見
て
、
自
由
な
色
彩
と
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
ら
し
い
表
現

で
描
い
た
作
品
２
０
８
点
を
壁
一
面
に
展
示
。
カ
ラ
フ

ル
な
牛
が
大
集
合
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
美
の
祭
典
・
越
中
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ

の
交
流
事
業
「
こ
ど
も
が
描
く
共
同
制
作
壁
画
」
に
参

加
し
た
作
品
「
２
０
２
１
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
，ｓ
世
界
中
み
ん

な
仲
良
し
～
世
界
の
民
族
衣
装
～
」、「
２
０
２
２
年
大

切
に
し
よ
う
！
自
然
・
生
き
物
」
を

集
め
て
展
示
。
一
人
一
人
の
個
性
が

光
る
作
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
の
、
そ
の
時
々

に
し
か
描
け
な
い
、
こ
ど
も
時
代
の

絵
。
こ
ど
も
の
絵
は
そ
の
成
長
の
記

録
で
あ
り
、
心
の
表
現
で
も
あ
り
ま

す
。

　

こ
ど
も
は
み
ん
な
描
い
た
り
造
っ

た
り
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
よ

り
良
い
環
境
や
共
感
し
て
く
れ
る
大

人
（
親
や
教
師
）
が
あ
る
こ
と
で
、

ま
す
ま
す
伸
び
て
ゆ
く
と
思
い
ま
す
。
今
回
こ
の
よ
う

な
展
示
の
機
会
を
い
た
だ
き
、
こ
ど
も
達
も
私
達
も
こ

れ
か
ら
の
大
き
な
励
み
と
な
り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

末
筆
な
が
ら
、
小
さ
い
時
、
美
術
学
園
に
通
っ
て
く

れ
た
お
子
さ
ん
の
中
か
ら
、工
芸
高
校
の
生
徒
に
な
り
、

も
の
づ
く
り
や
絵
画
、
工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
等
を
学
ん
で
、

同
窓
生
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
尚
美
の
伝
統
が
永
く
続
く
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。

ⅠⅠⅠⅠ
展　
よ
ん
て
ん

12
月
10
日（
土
）～
1
月
9
日（
月
）

 

安
達
陽
子
（
Ｈ
３
工
芸
科
卒
）

　

こ
の
度
は
、
ⅠⅠⅠⅠ
展
よ
ん
て
ん
を
母
校
で
あ
る

青
井
記
念
館
美
術
館
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

母
と
娘
た
ち
、
そ
し
て
姉
妹
に
よ
る
４
人
の
初
め
て

の
作
品
展
と
な
り
ま
し
た
。
木
彫
・
イ
ラ
ス
ト
・

ペ
ー
パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
・
切
り
絵
な
ど
計
57
点
を
展
示
し

ま
し
た
。

　

柴
田
恵
（
Ｈ
２
デ
ザ
イ
ン
科
卒
）

は
、
ピ
ン
ク
の
薄
葉
紙
を
幾
枚
も

重
ね
、
直
径
50
～
100
㎝
の
大
輪
の

花
々
を
制
作
。
春
が
訪
れ
た
よ
う

な
パ
ッ
と
華
や
か
な
映
え
ス
ポ
ッ

ト
と
な
り
家
族
連
れ
に
人
気
で
し

た
。

　

柴
田
和
希
（
Ｈ
24
デ
ザ
イ
ン
絵
画
科
卒
）
は
、
白
と

黒
を
中
心
に
ア
ン
ニ
ュ
イ
さ
が
感
じ
ら
れ
る
イ
ラ
ス

ト
・
デ
ザ
イ
ン
34
点
を
展
示
。「
独
特
な
世
界
観
だ
ね
。」

と
お
声
が
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柴
田
実
和
は
、
立
体
切
り
絵
を
展
示
。
小
さ
く
て
繊

細
な
２
点
で
す
が
、
切
り
絵
を
立
体
的
に
表
現
出
来
る

こ
と
を
観
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

　

そ
し
て
私
は
、
子
ど
も
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
木
彫
を

中
心
に
18
点
を
展
示
。
工
芸
科
を
卒
業
後
、
井
波
彫
刻

で
の
修
行
を
経
て
、
現
在
木
彫
32
年
目
で
す
。

　

多
く
の
方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
き
、
温
か
い
お
言
葉

を
か
け
て
い
た
だ
い
て
、
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
生
活
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー

ス
で
絵
を
描
い
た
り
、
も
の
づ
く
り
を
続
け
て
い
け
た

ら
幸
せ
で
す
。

はぐくみ会だより（5） はぐくみ会だより（5）



　
特
別
企
画
展

　

本
館
活
動
の
大
き
な
柱
の
１
つ
と
し
て
地
域
貢
献

（
収
蔵
品
公
開
、
地
域
作
家
招
待
な
ど
）・
現
役
生
支
援

事
業
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
今
年
度
は
以
下
の
展
示
が

行
わ
れ
た
。

  

収
蔵
作
品
展
Ⅰ
期
（
日
本
画
・
掛
軸
）

 

６
月
4
日（
土
）～
6
月
26
日（
日
）

　
展
示
作
品 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

五
ヶ
山
風
景　
　

･･･　

小
坂　

勝
人

菖　

蒲　

図　
　

･･･　

長
沢　

菊
地
（
鳩
哥
）

瓢
箪
棚
図　
　

･････　

塩
崎　

一
郎
（
逸
陵
）

か
ら
す
瓜
図　
　

･･･　

塩
崎　

一
郎
（
逸
陵
）

猫　

の　

図　
　

･･･　

寺
田　

元
吉

二
上
山
を
望
む　

･･･　

村　
　

金
平
（
閑
保
）

極
楽
坂
雪
景　
　

･･･　

村　
　

金
平
（
閑
保
）

青
緑
山
水
図　
　

･･･　

与
謝　

蕪
村

蓮
花
鷺
図　
　

･････　
（
伝
）
呂
紀

蓮
花
水
鳥
図　
　

･･･　
（
伝
）
呂
紀

富
貴
花
鳥
図　
　

･･･　

佐
藤　

勝
山

  

工
芸
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー

�

（
現
役
生
徒
の
た
め
の
コ
ー
ナ
ー
）

　

ゆ
る
き
ゃ
わ
展
を
終
え
て
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五
社　

光
希

　

私
は
今
回
友
人
１
人
と
グ
ル
ー
プ
展
を

開
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
展
示
で
あ
り
、

自
分
に
と
っ
て
良
い
経
験
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
反
省
や
課
題
が
多
く
残

る
展
示
と
な
り
ま
し
た
が
、
私
の
高
校

生
活
の
中
で
創
っ
て
き
た
作
品
を
、
友
人

と
と
も
に
こ
の
世
に
発
表
で
き
た
こ
と
が

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
今
回
自
分
の
作
品
た
ち
を「
飾
る
」

こ
と
は
、
作
品
を
「
作
る
」
こ
と
と
同
等
に
大
切
だ
と

理
解
し
ま
し
た
。

　

工
芸
生
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
こ
の
様
な
機
会
を
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

  D
ream

  C
ollection  

２
０
２
２

3
月
12
日（
土
）～
4
月
17
日（
日
）
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松
田　

華
林

　

私
は
、「
ド
リ
ー
ム
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
」
に
お
い
て
、
主
に
映

像
制
作
側
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。
主
に
制
作
風
景
や
フ
ァッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
動
画
撮
影
、
編
集
等
の
作
業
を
行
い
、
完
成

品
を
青
井
記
念
館
美
術
館
で
展
示
し
ま
し
た
。
今
回
の
企
画

は
私
達
が
中
心
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
作
品
制
作
を
行
う
メ
ン

バ
ー
と
計
画
を
話
し
合
っ
た
り
よ
く
確
認
し
合
っ
た
り
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。
映
像
を
制
作
す
る
の
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
作
業
が
思
う
よ
う
に
い
か
ず
、
苦
戦
も
し
ま
し
た
が
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
励
ま
し
て
く
れ
た
り
、
先
生
が
親
身

に
な
っ
て
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て一つ
の
作
品
を
作
り
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
企
画
で
、
様
々
な
方
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
映
像
制
作
を

よ
り
深
く
知
り
成
長
で
き
ま
し
た
。
今
回

の
経
験
を
生
か
し
、
今
後
の
企
画
に
も
生
か

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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清
原　

愛
優

　

今
回
の
「
ド
リ
ー
ム
コ
レ
ク
シ
ョン
２
」
の
活
動
を
通
し
、
私

は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
三
年
生
の
先
輩
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
私
た
ち
二
年
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
を
動
か
し
ま
し

た
。
同
じ
部
活
の
仲
間
で
あ
る
下
学
年
と
も
合
同
で
進
め
る

の
は
、
高
校
生
活
の
中
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
、「
自
分
が
し
っ

か
り
頑
張
ら
な
く
て
は
」
と
い
う
責
任
感
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
、

時
間
が
経
過
す
る
度
に
の
し
か
か
って
き
ま
し
た
。

　

試
作
品
作
り
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
企
画
、
初
め
の
こ
ろ
は
誰

も
が
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
ず
右
往
左
往
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
徐
々
に
自
主
的
に
作
品
制
作
を
す
す
め
る
メ
ン

バ
ー
た
ち
の
姿
に
感
心
し
ま
し
た
。

　

大
変
な
こ
と
や
難
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、今
こ
う
や
っ

て
展
示
と
い
う
形
に
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
協
力
し

て
く
れ
た
部
員
や
先
生
方
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。
協
力

す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
れ
た一年
で
し
た
。

尚
美
展
企
画
展　

 　
～
文
化
部
作
品
展
～

　

昨
年
に
引
き
続
き
尚
美
展
の
前
か
ら
開
催
。
各
文
化
部
の
日

頃
の
成
果
を
所
狭
し
と
展
示
頂
い
た
。
特
に
今
回
は
電
気
工
学

部
が
昨
年
の
ミ
ラ
コ
ン
で
み
ご
と
に
最
優
秀
賞
を
獲
得
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
尚
美
展
企
画
展
　
～
文
化
部
作
品
展
～
に
出
品
し
て
」

10
月
1
日（
土
）～
10
月
23
日（
日
）

 

電
気
工
学
部　

33
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齊
藤　

寛
大

　

私
た
ち
電
気
工
学
部
は
、
モ
ノ
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
や

Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ス
タ
な
ど
各
種
競
技
大
会
や
イ
ベ
ン

ト
に
向
け
、
日
ご
ろ
か
ら
練
習
や
製
作
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
も
今
回
展

示
し
た
Ｅ
Ｖ
は
二
年
前
に
製
作
し
、
ミ
ラ
コ
ン

２
０
２
１
で
発
表
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
Ｅ
Ｖ
は
全
長
２
・
９
ⅿ
、
幅
０
・
６
ⅿ
、

高
さ
０
・
５
５
ⅿ
の
一
人
乗
り
で
、
最
高
速
度

40
㎞
／
ｈ
、
単
三
型
電
池
40
本
で
約
20
㎞
の
距
離
を
走
行

で
き
る
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た
。
実
際
に
人
が
乗
れ
て
こ

れ
だ
け
大
き
い
も
の
を
作
る
の
は
初
め
て
で
、
手
探
り
の

状
態
で
製
作
を
開
始
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
制
約
も

あ
り
活
動
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い
も
ど
か
し
さ
の
な
か
、

少
し
ず
つ
木
材
や
金
属
、
樹
脂
の
加
工
を
進
め
、
時
に
は

作
業
に
必
要
な
道
具
も
手
作
り
し
ま
し
た
。
途
中
い
く
つ

も
の
問
題
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
一
つ

ひ
と
つ
解
決
し
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
特
に�

印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
車
体
外
装
材
の
熱
成
型
で
、
樹
脂
と
こ
れ
を

熱
す
る
方
法
や
道
具
の
選
択
な
ど
、
納
得
い
く
も
の
が
で

き
る
ま
で
何
度
も
や
り
直
し
ま
し
た
。
一
番
手
間
と
時
間

が
か
か
っ
た
作
業
で
す
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
良
い
も

の
が
で
き
た
と
き
の
達
成
感
は
格
別
で
し
た
。
こ
う
し
た

多
く
の
頑
張
り
に
よ
り
、
ミ
ラ
コ
ン
最
優
秀
賞
と
い
う
高

い
評
価
を
い
た
だ
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｖ
の
製
作
を
通
し
て
、
モ
ノ
づ
く
り
に
必
要
な
知
識

や
技
能
ば
か
り
で
な
く
、
環
境
問
題
へ
の
解
決
策
な
ど
多

く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ

う
し
た
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

はぐくみ会だより （6）はぐくみ会だより （6）

＊青井記念館のホームページを開設しております。
http://kogei-h.el.tym.ed.jp/
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